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■トピックス

◆北の国・森林づくり技術交流発表会

1月 26日(木)北海道森林管理局大会議室で、開催された「北の国・森林づくり技術交流会」で国有林に
おけるボランティア活動の状況を報告する機会をあたえられましたので、野幌森林公園と藻岩山の作業状

況を西野さん編集による画像を基づいて髙野が発表しました。会場は主には国有林関係者でほぼ満席。100
人程度の聴衆でした。与えられた時間が 15 分と短いので、詳細は語りつくせず、アット思う間もなく時
間が来てしまいました。発表に参加した民間 4団体に対して、「北海道森林管理局特別賞」と記念品(温度・
湿度計)をいただきました。

◆第二回 冬芽観察会

2月 1日(水)参加 15名。今回は円山の頂上までの登山路をたど
りながらの観察となりました。道筋には主な樹には樹種名板がつ

けてありますので、円山の植生の勉強もできるし、冬芽の同定に

苦労することもありません。冬芽観察には欠かせない写真撮影の

ノーハウを佐藤(寛)さんにコーチしていただく一幕もありました。
第三回目(3 月 1 日)は澄川の拡張部分の視察およびエゾモモンガ
の痕跡を探しに澄川でやりましょう。

◆2月セミナー
2月 17日（金） 9：30～   於：リンケージプラザ

参加 19 名。前段に北海道石狩支庁林務課長大野次朗氏から
「2006年北海道・中国黒龍江省友好提携 20周年記念”友好林植樹ボランティアの旅”への説明と勧誘があ
りました。

本題の新田啓子さんによる「エゾモモンガ」の話は、

本やテレビの映像とはひと味もふた味もちがう、執念

とねばりによる実際の観察体験に基づく話なので、エ

ゾモモンガに対する愛情あふれる話ぶりに、一緒に現

場でみているような気がしました。意外にも身近なと

ころに生息していることもよく分かりました。残雪消

えぬうちに、澄川の拡張部分の視察を兼ねて、エゾモ

モンガの生息の痕跡探しを企画することにしました。

また巣箱にも入ってくれることもあるようなので、今

年の巣箱づくりはモモンガを意識して、隙間風の入ら

ないきっちりした巣箱をつくりましょう。
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■ 今月の幹事会

1 頼まれ仕事のルール確認
労災保険に対応出来ないので、協会としは受付ない。

依頼主と個人との関係で行うことを妨げるものではない。個人の自由行為。
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3 予算構成
正式には総会にて発表。ここでは概要を認識。

4 人事
① 幹事の刷新(18年度)の方針
加治幹事の退会および入れ替えを含めて、3月幹事会で検討する。

②事務局の交代(19年度) 準備期間 1年とし、候補者を早期に決定する。
 理事会・幹事会関連事務

 新規加入者受付事務(発生時即時対応)
出席幹事：酒井、芝、杉本、西野、棟方、村上、山中、荻田

  

■おしらせ

◆ 3月セミナー
3月 16日(木)9：30 リンケージプラザ
講師：棟方鋼男さん

間伐の意義と方法(藻岩山国有林間伐施行をみすえて)

◆ 2月木工で巣箱つくり
2月 21日からの木工作業日で、巣箱づくりを行います。材料は約 100 ヶ分用意しました。スズメの

宿

も不足してあります。ご自宅の周辺にもかけてください。童心に還って楽しい工作をやりましょう。

◆ 西野さんのパソコン教室

事務所を共用しております”旅っ人クラブ”で西野さんが講師の「パソコン教室」が始まりました基
礎からはじめております。これからパソコンにチャレンジしようと思っている方はチャンスです。

申し込みは 011-241-8155(電話も共用です)唯是(ゆいぜ)まで。

◆ ホンデュラスの募金

2月 20日現在、千葉市若松小学校に励まされて、新たに会員を中心に寄せられた浄財の合計額が
117,191円になりました。ご協力ありがとうございました。

◆ 石狩森林ボランティア「クマゲラ」セミナーのご案内

事業名：寺子屋教室

テーマ：情報・交流・活動・連携を目指す集い

後援機関団体：石狩市経済部農水産課

       北海道森林ボランティア協会
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開催期日：平成 18年 2月 25日(土)
開催時間：13時 30分～16時
場   所：石狩市花川北コミュニティセンター  0133-74-6525
        石狩市花川北 3条 2丁目 198-1 2階会議室 C
基調講演：森林ボランティア活動の現状  酒井和彦  40分
     森林ボランティア活動の今後  髙野 豊  40分
特別企画：交流(ワークショップ)           40分

対象者：いしかり森林ボランティア「クマゲラ」会員他

     北海道森林ボランティア協会会員他

     森林(みどり)に関する機関・者
当日スケジュール表：会場にて配布

◆ 会員の動向

入会者：新田啓子、笹井守、渡辺洋三、佐藤勝、市山勝一郎

退会者：加治豊実

■活動履歴

活 動 日 場   所 参加人数 活 動 内 容

2/17 リンケージプラザ 19 エゾモモンガの話(新田)
2/13 ラルズプラザ会議室 8 2月幹事会
2/1 円山 15 冬芽観察会-2
1/31 杉本邸 17 バードカービング

1/26 北海道森林管理局会議室 5 国有林における活動発表

1/24 杉本邸 17 ストーブ煙突修理、鹿肉試食会

■ひとこま

◆1月の木工
１月２４日（火）、１月３１日(火) ９：３０～   於：杉本邸

 新年に入っての第 1回目の木工日、参加 17名。２４日はまず薪ストーブの煙突の改修工事から始まり
ました。新しい煙突はこれまでのものより太く、外の縦の部分も長くなりましたのでその効果は大で、吸

い込みが良くなり薪の燃え具合も非常に良くなりました。これでこの冬はまた暖かな居場所ができました。

薪ストーブの暖かさには何とも言えないものがあります。この日は杉本さんが用意してくれた鹿肉（網走

産）の焼肉とビール・お酒で新年会を行いましたが、本当に柔らかく美味しい肉で鹿肉のイメージを一変

させてくれました。これまで如何に硬い鹿肉しか食べていなかったことか!!
２回目の３１日、参加 17 名。この日からいよいよ本格的な木工の活動開始となりました。佐藤講師指
導のもとバードカービングに挑戦です。まず、材料のシナの木の表面をキレイにし、中心線を描きそれに

あわせて作成する鳥の図面を材料の木に貼り付け（２面のみ）、この図面を基に荒削りします。ここから

いよいよカッターによる削り作業に入りますが個性の現れる所でもあります。最初の出来上がりは何時頃

になるでしょうか？ 楽しみです。この日の昼食にはまたまた「ごっこ汁」が用意されていました。この

日も寒かったので本当に美味しく頂く事ができました。杉本さんいつもいつも有り難うございます。バー

ドカービングの進行ともども次回の昼食も楽しみです。（荻田記）


